
技術提案項目抽出の流れ（案） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内部検討ＷＧ 

情報棟ＷＧ 

制作棟ＷＧ 

事務棟ＷＧ 

災害対策ＷＧ 

視聴者ＷＧ 

事業継続 
ＷＧ 

ｾｷｭﾘﾃｨｰ 
分科会 

ホールＷＧ 

基本計画 

提案 
項目 
の抽出 

全体設計（プロセス） 
 
 
 
→①制作事務棟の構造形式など全体設計

における構造の考え方及び後期増築施工

方法など 
 
 
 
→①代々木公園・体育館との調和を考え

た全体景観計画（全体パース） 
 ②賑わいを生み、いつ来ても楽しい、

わくわく感のある公開スペースの考え方

（アトリウムなどのパース要） 
 
 
 
 
 
 
→①創造性を生み出す内部空間の考え方 
 ②制作事務棟西側玄関のデザインと高

低差のある敷地の人工地盤の考え方 
 
 
 
 
 
 
→①全体工程を通した事業継続について

の考え方 
 
 
 
 
 
 
 
→①パリ協定を踏まえた温室効果ガス削

減施策 
 ②ユニバーサルデザインについての考

え方 
  
 
 
→①全体設計における確認申請工程及び

体制 

情報棟設計・建設 
 
 
 
→①可変性のある配線及び設備シャフ

ト計画の提案 
 ②具体的な配置図、平面図、断面図 
 ③いかなる災害時にも放送を継続で

きる安全な建物 
 
→①公園通りのアイストップとなり、

代々木公園・体育館等周辺環境にも調

和した建物デザイン（パース要） 
 ②景観に配慮した鉄塔デザイン 
 
 
 
 
 
 
→①ネット展開や SHV など、進化し続

けるサービスに対応することのできる

柔軟な建築計画の提案 
 ②豊かで質の高いコンテンツ制作の

ための創造性を生み出す空間の提案 
 ③縦横方向への放送用配線ルートの

拡張性 
 
 
→①アプローチの具体的な切替及び利

用計画、仮設通路の設定、工事動線・

運用動線の考え方、及び工事中の振動

騒音対策についての考え方 
 ②既設建物との配線ルート構築につ

いての手順・工法について 
 ③既設設備含む配電切替計画の考え

方及び具体的な方法 
  
→①低炭素型の放送センターと、快適

な室環境の両立に関する提案 
 ②ライフサイクルコスト低減のため

の考え方 
  
 
 
→①工期短縮の提案 

基本コンセプト 
(1)世界を代表する公共メデ

ィアの拠点に 
 
(2)防災・減災報道の拠点に 
 
(3)創造性を生みだす空間に 
 
(4)街づくりとの調和 

基本方針 
(1)一体整備 
 
 
(2)強靭で長持ちする建物 
 
(3)コストの抑制 
 
(4)NHK ホールの継続使用 
 
(5)新しいサービスと働き

方を反映 
 
(6)確実な事業継続 
 
(7)公開とセキュリティの

両立 
(8) スペース有効活用と環

境への配慮 

整備の考え方 
 

 
 
（１）強靭で長持ちする建物 
強靭で長持ちする建物を目指す＝機能強化 
 
 
 
（２）街づくりとの調和 
世界を代表する放送局にふさわしく、かつ

周辺環境にも配慮した建物を目指す＝外

観、景観、パース要 
 
 
 
（３）創造性を生み出す空間 
公共メディアの拠点として新たな価値を視

聴者に提供できる建物を目指す＝内部空間

等 
 
（４）事業継続 
運用中の建物近接工事における放送制作・

送出や、電源切替時などの事業継続の課題

を着実に解決する＝現在地・事業継続 
 
 
 
（５）環境への配慮 
ユニバーサルデザイン、地球環境及び維持

管理を十分考慮した建物とする＝時代の要

請 
 
（６）工期短縮 
建設工期の更なる短縮を求める＝視聴者と

の約束 

資料④ 


